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主要地方道南風原知念線（地域高規格道路 南部東道路）整備事業に係る

環境影響評価書に対する答申

１ 排水計画について

道路延長ごとの具体的な排水先などは、詳細設計時に検討するとしていることから、

詳細設計に当たっては、可能な限り現況の水象（地下水も含む）が保持されるように検

討させること。

２ 緑化計画について

切土部(一般部）及び盛土部においては、自然侵入促進工により緑化するとしているが、

改変する部分に生育している植物や、種子が入っていると考えられる改変区域の表土を

緑化に当たっての資源として活用することを検討させること。検討の結果、これらを活

用しないとした場合には、その結論に至った検討経緯を示させること。

また、当該部分については、植生が形成され、恒久的な赤土等流出防止対策が完了す

るまでの間、赤土等が流出しないよう適切な環境保全措置を講じさせること。

なお、これらによる緑化が困難と判断された場合、外来種が優占した場合等には、周

辺の潜在自然植生、生態系の構造・機能等を踏まえて、緑化を行わせること。

３ 赤土等流出防止対策について

石灰岩分布域の濁水処理方法について、浸透処理方式から凝集沈殿処理方式に変更し

たとしているが、同区域での濁水貯留池の設置に際しては、底面及び側面における石灰

岩の裂け目等から濁水が地下水脈へ流入しないよう適切な措置を講じさせること。

４ 騒音・振動について

(1) 施設等の存在及び供用時における自動車の走行に伴う騒音による影響について、一

部区間（山川、高平及び環境保全について特に配慮が必要な施設(みつわ保育所及び

つきしろ学園))周辺においては、環境保全措置として排水性舗装を敷設するとして

いるが、当該舗装については、密粒アスファルト舗装に比較して、1kHz以上の周波

数帯域で騒音レベルが減少する一方、500Hz付近では騒音レベルが上昇する傾向を示

すとする調査結果もあること、及び実行可能な範囲内で環境影響をできる限り低減

するという観点から、更なる環境保全措置として、植栽による道路の遮蔽、遮音壁

の設置等についても検討させること。

また、その他の区間（例えば、計画路線近隣に住居が存在する区間）においても、

前述と同様の観点から、排水性舗装、植栽による道路の遮蔽、遮音壁の設置等の環

境保全措置の実施を検討させること。

(2) 施設等の存在及び供用時における自動車の走行に伴う騒音による影響に対する環境

保全措置として、排水性舗装を敷設するとしているが、当該舗装の騒音低減効果に

ついては、設置６年後にはほぼ密粒アスファルト舗装における騒音レベルに近くな

る傾向があるとの調査結果もあることから、当該舗装の騒音低減効果が維持できる

よう適切に維持管理を行わせること。

（別 添）
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